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第 １ 章   総     論  

 

第 １ 節  計 画 の 構 想  

 

 こ の 交 通 安 全 計 画 は 、 交 通 安 全 対 策 基 本 法 （ 昭 和 ４ ５ 年 法 律 第 １ １

０ 号 ） の 定 め る と こ ろ に よ り 、 県 の 第 ８ 次 交 通 安 全 計 画 に 基 づ き 人 命

尊 重 の 理 念 の 下 、 南 房 総 市 の 区 域 内 に お け る 交 通 安 全 対 策 に つ い て そ

の 全 般 に わ た り 、 平 成 １ ８ 年 度 か ら 平 成 ２ ２ 年 度 ま で の ５ 年 間 に 構 ず

べ き 総 合 的 か つ 長 期 的 な 施 策 の 大 網 を 定 め た も の で あ る 。  

 南 房 総 市 （ 交 通 安 全 対 策 会 議 ） で は 、 昭 和 ４ ６ 年 （ 県 ・ 第 １ 次 交 通

安 全 基 本 計 画 作 成 ） 以 降 県 等 の 関 係 行 政 機 関 、 関 係 民 間 団 体 等 と 一 体

と な り 各 般 に わ た る 交 通 安 全 対 策 を 強 力 に 実 施 し 、 着 実 に そ の 効 果 を

上 げ て き た と こ ろ で あ る 。  

 し か し な が ら 、 近 年 本 市 内 に お け る 交 通 事 故 は 件 数 、 死 傷 者 数 と も

に 横 ば い で あ り 、 今 後 の 車 社 会 の 進 展 を 考 慮 す れ ば 増 加 す る 傾 向 に 進

むこ と が予想され る 。  

 南 房 総 市 と し て は 、 県 を初め と す る 各 関 係 機 関 、 団 体 と緊密な連携

を 保ちつ つ 施 策 の 効 果 的 な 推 進 を図って い る と こ ろ で あ る が 、 交 通 事

故 防 止 に つ い て は 、 安 全 施 設 の 充 実 等 は も と よ り 、住民個々の 安 全意

識 の高揚と積極的 な 協 力 を得な け れ ば 目 的達成 は困難で あ る 。  

 そ の た め 、 南 房 総 市 交 通 安 全条例（ 平 成 １ ８ 年 ３月２ ０日） を 制 定

しさら に 交 通 安 全 思 想 の 普 及徹底を図る と と も に 、官民 一 体 と なって

こ の 交 通 安 全 計 画 を 推 進 し 、 一層安 全 で快適 に暮らせる町づくり を 目

指す も の と す る 。
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第 ２ 節  交 通 事 故 の す う 勢 と そ の 抑 止  

 

 南 房 総 市 の 交 通 事 故 は 、 昭 和 ４ ６ 年 度 を初年 度 に そ の 後 ７ 次 に わ た

って 策 定され た千葉県 交 通 安 全 計 画 に 基 づく各種の 施 策 の 展 開 に よ り

逐年減少化 を たどって き た 。  

 し か し 、千葉県 全 体 でみる と 、 近 年 の 運 転免許所有者 及 び 自 動 車 保

有台数 の 増 加 に よ り再び 横 ば い状態に あ る 。当市 に お い て も 、 年々観

光客の 増 加 に伴い 交 通量が 増え続け て お り憂慮 す べ き 事態が予想され

る 。  

 平 成 １ ７ 年 の 交 通 事 故 に よ る 死 者 数 は ７ 人 、負傷 者 数 は ２ ５ ５ 人 で 、

近 年 の 事 故 発 生 の状況を見る と 、 次 の よ う な 傾 向 が認め ら れ る 。  

○速度 の出し過ぎに よ る 事 故 及 び 交差点に お け る出会頭の 事 故 が高率

○夜間 に お け る 死亡事 故 が高率  

○歩 行 者 ・ 自 転 車利用 者 の 事 故 が高率  

○高齢者 の 事 故 が 増 加  

○自 動 車乗車 中 のシ－トベルト非着 用 者 の 死 者 が高率  

 運 転免許取得者 及 び 自 動 車 保有台数 の 急激な 増 加 、 車 を利用 し た観

光客の 増 加 及 び高齢社 会 の 進 展 等 を 考 慮 す れ ば 、将来の 交 通 事 故状況

は 一層憂慮 す べ き 事態に な る こ と が懸念され る 。  

 以 上 の こ と か ら こ の 安 全 計 画 を よ り 強 力 に 推 進 す る こ と に よ り 交 通

事 故 の 抑 止 に努め る 。
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第 ２ 章   計       画  

 

第 １ 節  道 路 環 境 の 整 備  

 

１ ． 道 路 交 通 安 全 施 設 の 整 備  

  交 通 事 故 の 多 発 し て い る 道 路 、 そ の 他緊急 に 交 通 の 安 全 を 確 保 す

 る必要が あ る 道 路 に つ い て 、 総 合 的 な 計 画 の 下 に 交 通 安 全 施 設 等 を

 次 の方針に よ り 整 備 す る こ と と し 、 安 全 か つ円滑・快適 な 交 通 環 境

 の 確 立 を図る 。  

（ １ ） 信 号 機 の 整 備  

   信 号 機 は 、 交差点に お け る 安 全 か つ円滑な 交 通 秩 序 の 確 保 及 び

  横断歩 行 者 の 安 全 を 確 保 す る 重要な 施 設 で あ り 、 交 通量、 道 路 の

  幅員等 を勘案し て 、 交 通 事 故 が現に 発 生 し て お り 、又は 多 発 す  

 る恐れ の あ る危険性の高い 場所に つ い て は 信 号 機 の 設置を 関 係 機  

 関 に積極的 に働き か け る 。  

（ ２ ） 道 路 標 識 の 整 備  

   交 通 の 安 全 と円滑化 を図る た め 道 路 の状況、 交 通量等 に よ り必

  要な箇所に は 道 路 標 識 と 安 全 施 設 等 を 設置す る 。  

そ の 他観光地 と し て 、 行楽期 に は 交 通量が 多くな り案内 標 識不備

に よ る渋滞、 事 故 等 の 多 発 が予想され る こ と か ら 、ドライバ－ の

視認性を高め 、 適 正 安 全 に誘導させる た め の 各種案内 標 識 の 整 備

を図って いく。  
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（ ３ ） 歩 道 の 整 備  

   歩 道 は 、 歩 行 者 を 自 動 車 交 通 か ら分離す る こ と に よ り 歩 行 の 安

  全 を 確 保 し 、更に 道 路 交 通 の円滑化 に資す る も の で あ る 。  

   こ の た め 、既設 の 道 路 に お い て も 歩 道 設置可能な 道 路 に お い て

  は 、極力 そ の 整 備 を図り 、新設 道 路 に つ い て は将来の 交 通量、 道

  路状況等 を勘案し て 設置し て いくも の と す る 。  

（ ４ ） 防 護 柵 、 反 射 鏡 の 整 備  

   防 護 柵 に つ い て は 、 車両の 路外逸脱の未然防 止 ま た は 反 射 鏡 に

  つ い て は見通 し の悪い屈曲部、 交差点、Ｔ字路 あ る い は踏切道 路

  等 に お い て接近 す る 車両を 確認、注意を喚起し て 交 通 事 故 の未然

  防 止 を図る た め 設置し て いく。  

   設置に あ たって は 、 地 域 内 か ら の 交 通 安 全意識高揚を図る た め  

  各 地 域 内 で危険箇所の把握、 そ れ ら に 対 す る処置を検討し 、単位  

  自治会 長 （ 行 政連絡員） の要望に よ り 設置し て いくも の と す る 。  

２ ． 交 通 規 制 の 推 進  

（ １ ） 生 活 ゾ － ン 規 制 の 推 進  

   交 通 の 安 全 と円滑を図る た め 、 そ れぞれ の 社 会 的 機能等 に応じ

  て 効 果 的 な 交 通 規 制 を お こ な う 。  

   特に 、 学 校周辺、商店街等日常生 活 に密着 し た 生 活 ゾ － ン 内 の

  道 路 に つ い て は 、 一方通 行 、速度 制限、 横断歩 道 の 設置等 の 交 通

  規 制 の徹底を図る 。  
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（ ２ ） 交 通 事 故 多 発 路 線 の 交 通 規 制 の 推 進  

   交 通 事 故 の 多 発 す る国道 ４ １ ０ 号 と東京湾横断道 路 の 開 通 に よ  

  り 今 後 も 交 通量の 増 加 が予想され る国道 １ ２ ７ 号 及 び国道 １ ２ ８

号 を 重点と し て最高速度指定 、追越し の た め の右側部分はみ出し

通 行禁止 、 駐 車禁止 等 の 交 通 規 制 を有効 に組み合 わせて 実 施 す る 。  

（ ３ ） 災 害 発 生 時 に お け る 交 通 規 制 の 推 進  

   大 規模な 災 害 が 発 生 し 、又は 発 生 す る恐れ が あ る 場 合 に は 、 交

  通 の混乱防 止 の た め 、 各種の 交 通 規 制 を 行 う と と も に必要な情報

  の提供 を迅速か つ 的 確 に 行 う た め の 体 制 の 整 備 を図る 。  

３ ． そ の 他 の 道 路 交 通 環 境 の 整 備  

（ １ ） 道 路 使 用 の 適 正 化  

   道 路 交 通 の円滑化 と 安 全 を 確 保 す る た め 、 道 路 使 用 に つ い て は

  適 正 な許可を 行 う と と も に 、 交 通障害 と な る不法占拠物件 に つ い

  て指導・取締り を 行 い 、 そ の排除を積極的 に 行 う 。  

   ま た 、 道 路 の堀返し を伴う占用工事 等 に つ い て は 、 こ れ ら の工

  事 が 計 画 的 に 行 わ れ る よ う調整 し 、 交 通 に支障の な い よ う指導を

  す る 。  

（ ２ ） 自 転 車 駐 車 対 策 の 推 進  

  ア 、 自 転 車 駐輪場 の 整 備  

    自 転 車 は 、手軽で便利な乗り物と し て 、鉄道 を利用 し て 通勤

   通 学 す る 者 の駅ま で の 交 通 機 関 と し て 、 年々増 加 し て い る 。  

   こ の た め 市 で は 、 こ れ ら の 対 策 と し て駅前に 自 転 車 駐輪場 を 設
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置し て い る 。  

    今 後 も 自 転 車利用 者 が 増 加 す る 傾 向 に あ る め 、必要な 駐 車 場

   の 確 保 に努め る 。  

  イ 、 駐 車 秩 序 の 確 立  

    交 通 の円滑の 確 保 、 駐 車 場 の 機能低下 を 防 止 す る た め 、 駐 車

   場 内 の 自 転 車 の 整 理 、 駐 車 場 内 に 相当期 間 に わ た り 放置され た

   自 転 車 の撤去、 ま た 道 路 上 に 放置され た 自 転 車 等 の撤去を 促  

  進 す る 。  

    放置自 転 車 の 整 理 、撤去を 行 う に あ たって は 、 関 係 機 関 と 相

   互に 協 力 し て円滑な 実 施 が図ら れ る よ う努め る も の と す る 。 ま

   た 、 自 転 車利用 者 に 対 し 、 そ の 社 会 的責任の 自覚を 求 め る た め

   道 路 交 通 法 、 そ の 他 の 法令の遵守、 正 し い 駐 車方法 等 に 関 す る

   指導及 び 広 報 活 動 を 推 進 す る 。  

（ ３ ） 子 供 の 遊 び 場 等 の 確 保  

  ア 、 児 童 遊 園 地 、 子 供 の 遊 び 場 の 整 備  

    児 童 を 交 通 事 故 か ら守る と と も に健康を 増 進 す る た め の健全

   な 施 設 と し て 児 童 遊 園 地 、 子 供 の 遊 び 場 が 設置され て い る が 、

   こ れ ら の 施 設 の 整 備拡充 を 一段と 推 進 す る と と も に 、周囲の状

   況を見な が ら必要な箇所に は 児 童 遊 園 地 を新設 す る よ う努め る 。  

  イ 、 小 中 学 校 の 体 育 施 設 の 開 放  

    地 域 の 児 童 ・ 生徒及 び 一 般住民 に スポ－ツの 場 を提供 す る た

   め 小 中 学 校 の 体 育 施 設 の 開 放 を 促 進 す る 。  
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ウ 、 ス ク － ル ゾ － ン の 設 定  

    幼 児 及 び 児 童 を 交 通 事 故 か ら守る た め 、 関 係 機 関 ・ 団 体 と の

   連携を密に し 、 ス ク － ル ゾ － ン の 設 定 を 促 進 し 、 こ の 地 域 の 車

   両の 通 行禁止 、速度 規 制 、 駐 車禁止 等 の 交 通 規 制 を 実 施 す る 。

（ ４ ） 災 害 発 生 時 に お け る 交 通 規 制 等  

   大 規模な 災 害 が 発 生 し 、 ま た は 発 生 す る恐れ が あ る 場 合 に は 、

  住民 の避難に伴う 交 通混雑の 防 止 及 び緊急輸送車両の 確 保 等 を図

  る た め 、 歩 行 者 ま た は 車両の 通 行禁止 、 制限、迂回指示、 道 路情

  報 の提供 等 の措置を 行 う こ と と し 、迅速か つ 的 確 に 行 う た め の 体

  制 の 整 備 を図る 。
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   第 ２ 節  交 通 安 全 思 想 の 普 及  

 

１ ． 交 通 安 全 教 育 の 推 進  

（ １ ） 幼 児 の 安 全 教 育  

   幼 児 の 安 全 教 育 と し て は 、 保 育 園 ・ 幼稚園 の 園 児 を主体 と し た

  安 全 教 育 と 、 一 定 地 域 を主体 と し た 安 全 教 育 と に分け て いく。  

   保 育 園 ・ 幼稚園 等 を主体 と し た 教 育 は 、 関 係 機 関 の 協 力 を得て

  交 通 安 全 の初歩 的 な知識 、 行 動 等 を身に つ け る よ う指導し て いく

   一 定 地 域 を主体 と し た 安 全 教 育 と し て は 、家庭 に お け る 教 育 は

  保 育 園 ・ 幼稚園 の 教 育 と と も に 、 安 全 教 育 を す す め る うえで 重要

  な役割を もって い る 。 こ の た め「交 通 安 全 教 育 は家庭 か ら」を 合

  言葉に 、ＰＴＡ・ 幼 児 交 通 安 全 クラブ等様々な 機 会 を 通じ地 域 に

  浸透させて いくも の と す る 。 な お 、 よ り 効 果 的 な 安 全 教 育 を 推 進

  させる た め 幼 児 交 通 安 全 クラブの 強 化 ・ 充 実 に努め る 。  

（ ２ ） 学 校 に お け る 交 通 安 全 教 育  

   学 校 に お け る 交 通 安 全指導は 、 自分のみな ら ず 他 人 の 生 命 尊 重

  と い う 基 本 理 念 に 立って 児 童 生徒が 交 通 安 全 に 関 し 自主的 な 行 動

  が と れ る能力 を培う よ う指導す る 。  

   具体 的 な指導方法 と し て は 、特別活 動 の 学級指導及 び 学 校 行 事

  に お い て 歩 行 者 と し て の 安 全 教 育 、 自 転 車 の 安 全 な乗り方等 に つ

  い て 重点的 に 実 施 し て いくも の と す る 。  
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（ ３ ） 地 域 社 会 に お け る 交 通 安 全 教 育  

   交 通 安 全 協 会 あ る い は 安 全 運 転管理 者 協 議 会 等 の指導協 力 を得

  な が ら 正 し い 交 通 ル － ル の 実践を習慣づ け る と と も に 地 域 社 会 に

  お け る 交 通 安 全意識 の高揚を図る 。 ま た 、町内 会 あ る い は公民館

  活 動 等 を 通じて 交 通 安 全 に 関 す る 活 動 を 促 進 す る 。  

   こ の外、高齢者 に つ い て は 、単位老人 クラブ内 に 設 け ら れ た  

  「交 通 安 全指導班」を 中心に クラブ員一 人ひと り が 自 ら 交 通 ル －

  ル を身に つ け 実践す る と と も に 、 地 域 に お け る 交 通 安 全 の 活 動 に

  積極的 に参加 し貢献し よ う と す る意識 を高め る よ う 推 進 す る 。  

２ 広 報 活 動 の 推 進  

（ １ ） 交 通 安 全 運 動 の 推 進  

   交 通 安 全 運 動 は 、 市 民 一 人ひと り に 交 通 安 全 思 想 の 普 及徹底を

  図り 、 正 し い 交 通 ル － ル とマナ－ を身に つ けさせる こ と に よ り 交

  通 秩 序 の 確 立 ・徹底を図る も の で あ る 。  

   運 動 は春・秋の 全国交 通 安 全 運 動 及 び夏・ 年末年始の 交 通 事 故

  防 止 運 動 の 期 間 を 定 め て 行 う 運 動 を 中心と し て日を 定 め て 行 う 運

  動 、 年 間 を 通じて 行 う 運 動 を 効率良く組み合 わせ、 効 果 的 な 交 通

  安 全 活 動 を 実 施 す る 。  

   運 動 の 推 進 に あ たって は 、警察署、 安 全 協 会 、 安 全 運 転管理 者

  協 議 会 等 の 関 係 機 関 と緊密な る連携を 保持し な が ら 、 そ の 時々の

  実情に即し た 重点目 標 を 定 め 、官民 一 体 と なった幅広 い 市 民 運 動

  と し て 展 開 し て いくも の と す る 。  
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（ ２ ） 広 報 媒 体 活 用 に よ る 広 報  

   市 民 全 般 に 交 通 安 全 に 対 す る 関心と意識高揚を図る た め 、 各 関

  係 機 関 、町内 会 等 の組織を 通じ、 ま た 広 報 車 、 防 災 行 政無線 等 を

  活 用 し な が ら 広 報 活 動 を 実 施 す る 。特に 、家庭 に 対 し て は 、家庭

  内 で 交 通 安 全 に つ い て話し 合 い 、注意し 合 う よ う積極的 な呼び か

  け を 行 う 。  

（ ３ ） そ の 他 の 広 報 活 動  

   交 通 事 故 防 止 に 関 す る種々の検討及 び そ れ ら に 対 す る具体 的 な

  実 施方法 を検討し 、 効 果 的 な 事 故 防 止 運 動 を 展 開 す る た め 、春・

  秋の 全国交 通 安 全 運 動 実 施前及 び必要な 時 期 に 南 房 総 市 交 通 安 全

  対 策 会 議 を 開催す る 。
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   第 ３ 節   被 害 救 済 対 策 の 強 化  

１ ． 救 急 体 制 の 整 備  

（ １ ） 救 急 業 務 実 施 体 制 の 整 備  

   近 年 の 社 会 生 活 の複雑化 及 び都市 化 の 進 行 に伴う 交 通 事 故 等 の

  激増 に よ り 、 救 急 業 務 の 重要性は 広く住民 に認識され出動 件 数 に

  つ い て も著し い 増 加 の 傾 向 に あ る 。  

   そ の 中 で 事 故直後 に お け る 救 急隊員に よ る 適切な 救 急処置、搬

  送が 傷病者 の治療ま た は予後 に 対 し き わ め て 重要な意義が あ る の

  で 救 急 業 務 に 対 す る住民 の負託に応える べく、 救 急隊員の資質の

  向 上 を図る た め 、専門知識 を有す る隊員を養成 し 、 救 急 業 務 に万

  全 を 期 す る も の で あ る 。  

（ ２ ） 救 急 業 務 実 施 の 整 備  

   各種災 害 に 対処す る た め に 人 命 救 助 用 各種機材及 び 救 急 自 動 車

  を 計 画 的 に配備 し 、迅速的 確 な 人 命 救 助 が円滑に出来る よ う万全

  を 期 す る も の で あ る 。  

（ ３ ） 救 急 関 係 機 関 の 協 力  

   搬送機 関 と 救 急医療機 関 の 一層の連携・ 協 力 を図り 、 交 通 事 故

  被 害 者 の迅速な 救 助 体 制 の 確 立 を 促 進 す る 。  
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２ ． 損 害 賠 償 請 求 に つ い て の 援 助 等  

（ １ ） 交 通 事 故 相 談 業 務 の 充 実  

   交 通 事 故 に よ る 被 害 者 及 び 加 害 者 に な り解決方法 に困って い る

  方たちに 対 し示談 の方法 、 賠 償額の算出方法 、 保険請 求 の方法 等

  に つ い て の 相 談 業 務 を １ か月に １回県 か ら派遣され る 相 談員に よ

  り巡回相 談 の形で 行 わ れ て い る 。  

   今 後 は 、更に利用 者 の利便を図る た め 相 談 に 適 し た 場所の 確 保

  及 び 環 境 づくり を 行 う と と も に巡回相 談日の周知徹底に努め る 。

（ ２ ） 交 通 災 害 共 済 制 度 加 入 の 促 進  

   交 通 安 全意識 を 自覚させる と と も に不幸に し て 交 通 事 故 に よ る

  被 害 者 と なった方を 救 う た め の手段と し て 、簡単で手軽な 被 害 者

  共 済 制 度 と し て 交 通 災 害 共 済 制 度 を 実 施 し て い る 。  

   加 入受付は随時受付と し 、 加 入率１ ０ ０％を 目 標 に あ らゆる 機

会 を と らえて積極的 に 加 入 促 進 を図って いく。  
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                   南  消  第      号  

                   平 成 １ ８ 年   月   日  

 

 千葉県 環 境 生 活部  

 交 通 安 全 対 策課長  様  

 

              南 房 総 市 長    

 

       千倉町交 通 安 全 計 画 の提出に つ い て  

 

 標記の 件 に つ い て 、別紙の と お り 南 房 総 市 交 通 安 全 計 画 を提出し ま

す 。  


